
 

 

 

 

 

福岡県では、ロボットやIoT、AIなど、様々なデジタル技術を活用して、地域課題を解決する
プロジェクトを創出するため、現場のニーズと県内企業が有する技術シーズとのマッチングを
図るワークショップを開催します。 
今回は、県土整備部と連携して、「土木インフラ管理のデジタル化」をテーマに、以下のニーズ

について、プロジェクト化の検討を行いますので、参加される企業を募集します。 

＜プロジェクト化を検討するニーズ＞ 

テーマ ニーズ概要 

① 浸水、道路冠水の
即時把握 

現在は浸水被害発生後、浸水冠水範囲や浸水深を把握するため、測

量業者等による浸水痕跡調査や市町村等へのヒアリングを実施。しか
し、こうした被害状況把握には緊急性が求められるため、浸水状況や
道路の冠水状況が即座に確認出来るシステムを構築したい。 

② 道路斜面、地すべ
り、がけ崩れ等の
即時把握 

豪雨時など土砂災害の危険性が高まった際に備えて、道路斜面の崩
壊、地すべり、がけ崩れ等の状況をリアルタイムで監視出来ないか。 

③ 道路陥没や河川
堤防の変状把握 

道路陥没や河川堤防の変状を把握するため、現状は目視点検等を実
施している。作業効率化のため、道路舗装面や河川堤防法面の僅か
な変状を簡易に把握できるシステムはないか。 

④ 河川や砂防ダム
の土砂堆積状況

の把握 

土砂の異常堆積状況を確認するため、現在は出水期前に巡視点検等
を実施している。今後は河川や砂防ダムなどの流域全体の土砂堆積

状況を見える化し、簡易にインフラ機能低下の度合いを把握したい。 

● 日  時：令和４年２月１日（火） １４：００～１６：３０ 
● 会  場：博多サンヒルズホテル 瑞雲の間A （福岡県福岡市博多区吉塚本町13番55号） 

● 内  容 

時  間 内    容 

１４：００～１４：３０ 各担当課からニーズの紹介 

１４：３０～１５：３０ 質疑応答・フリーディスカッション 

１５：３０～１６：３０ 名刺交換・個別相談会 （※個別相談会は同ホテル別会場にブース設置） 

● 参 加 費：無料 
● 参加要件：福岡県ロボット・システム産業振興会議または福岡県Ruby・コンテンツビジネス

振興会議の会員であり、県内に研究、生産・活動拠点を有する企業（法人格を有

していること）。 
● 定   員：1５社・３0名（先着順に受付、定員に達し次第受付を終了致します） 
● 申込締切：令和４年１月２６日（水） １７時まで 
● 申込方法：リンク先のフォームからイベント名「土木インフラワークショップ」を選択し、必要

事項を記入の上、お申込み下さい（イベント番号１～４の入力は不要です）。 

※ 本事業はビジネスマッチングを目的としています。ワークショップ当日に自社のパンフレ
ット等を持参頂くなど、積極的な営業活動を奨励します。また議論の活性化、今後の商談
の参考のため、参加者情報（会社・団体名、所属・役職、氏名）は各参加者に提供いたします。 

デジタル技術を活用した課題解決ワークショップ 

【土木インフラ管理のデジタル化】  

https://www.robot-system.jp/event/

